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	　開会あいさつ。

　それでは前回の議事録の確認をお願いいたします。訂正などございませんか。(｢ありません。｣の声有り)
　前々回の議事録については、訂正をしていただきましてありがとうございました。今回の分につきましても、先ほどの会議で訂正をいただきました。よろしくお願いいたします。会議の終了後に委員の皆様の署名をお願いしたいと思います。
　次に教育長の報告事項をお願いいたします。
　

　二つございます。ひとつは7月10日に市長選がございました。8月5日で新市長と交代していくという形をとるようになります。新しい市長さんがどういう姿勢をされるのか私も全く分かりません。しかしながら教育委員会の仕事は、教育と文化スポーツ等の市長部局とどっちかというと異なる不易の部分が多かろうと思います。手法としてはいろんな新しいものを取り入れていきながら、どうやって文化を伝えていくかいう大きな意味がある教育委員会でございますので、そう大きい変化はないと思っております。5人の教育委員でしっかり何が大切なのかということを論議しながら、方向性を決めて行きたいという風に思います。
　それから先ほど委員長さんがおっしゃられました8月3日は中学校の教科書採択であります。非常に膨大な教科書を読めというのも大変なことでございますが、何とか子どもたちにとって良い教科書を採択できたら良いなと思っております。よろしくお願いいたします。
　
　ありがとうございました。ただいまの教育長の報告事項について、ご意見ご質問等はございませんか。(｢ありません。｣の声有り)
　それでは早速議事に入ります。
　議案第67号、日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正について、学校教育課お願いします。
　学校教育課でございます。議案集の1ページ、議案第67号、日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正についてでございます。
　この規程というものは、日田市立の小・中学校等に勤める教職員の健康の保持増進、それから快適な職場環境の維持ということを目的に設置をされているものでございます。ここで新たに今回改正前になかったもの「学校支援センター」というものができました。できたのは昨年の４月でございますが、それぞれの学校にこれまで設置をしておりました、学校事務職員を東、南、北の3つのセンターに6名プラス所長という形で学校支援センター、いわゆる学校事務の支援センターができた関係で、これまでこの規程には学校支援センターという文言がございませんでしたので、今回できたことに合わせて、規程に入れさせていただくということでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第67号、日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正について、ご意見、ご質問等ございませんか。
　教えていただきたいのですが、学校支援センターの業務は事務的なことということで、学校事務はもちろん大丈夫でしょうが、先生の個人的な業務に関するサポート、例えばテストを一緒に作るのを手伝うとか、先生の教室で行う業務の支援はできるのですか。
　基本的には、教員の作るテスト問題の手伝いをするといったことなどは、学校事務職員の仕事ではないと、つまりどんなことが仕事になってくるかというと、膨大な文書が学校長宛に県教委発、市教委発ということで参ります。そういう文書整理、それから教職員の出勤、出張の管理、あわせて給与の計算等々、そういったものが主な業務になって参ります。それから学校全体で備品を何を買うかという予算立てしていく、予算を執行していく、校長の補佐といったことが主になって参りますので、教職員個人がいわゆる「教える」ことに使う業務で、これまでやはり事務職員の先生がひょっとしたら学校によってはお手伝いしてくださった部分があろうかと思いますが、それは本来的には教職員が行うという形をとっております。
　わかりました。
　他にございませんか。

　衛生の関係ではありませんが、支援センターができたことで小規模の学校は事務の先生がいなくなって、「教頭先生の仕事が大変多くなって困っている。」というご意見をたくさんいただきましたので、その辺をどうにかしてあげたいという気持ちがありますけれども。お伝えしておきます。
　この衛生管理規程についてはよろしいでしょうか。なければ、議案第67号については原案のとおり議決いたします。
　議案第68号、日田市補助金等交付規則第4条の規定により、補助対象、補助率、及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部改正について、学校教育課お願いします。
　すごく長い告示でございますが、日田市補助金等交付規則第4条の規定により、補助対象、補助率、及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部改正ということでございます。

　大きく2種類ございまして、4ページを見ていただきたいのですが、まず右側の上でございますが、学校活性化対策事業補助金というのがございました。こちらのほうが、対象の児童が卒業していなくなったので、この告示から削除するというものでございます。もう少し詳しく言いますと、前津江にかつてございました柚木小学校、それから赤石小学校の曽家分校に転入してくる、つまり、その地域を活性化させるために他から転入してくるという小学生の児童を対象に、いわゆる通学補助でございます。金額にしまして、月額1万円、年間12万円、第２子からはその半額というような補助でございましたが、これは対象の児童が卒業するまで行いますよということで、卒業してしまいまして、市町村合併の協議のなかで、卒業するまでということで時限的に決められておりましたので、対象児童が卒業していなくなってということで、削除させていただきます。
　もう一点、左側の下ですが、ひた科学の遊び実験フェスタ補助金というものがございます。これは本年度から、いわゆる小・中・高の理科の先生、会長は日田高校の校長先生ですが、小・中高理科研という、理科の先生方の集まりで実行委員会を組織しまして、夏休みにパトリアでひた科学の遊び実験フェスタというものを行っております。25ほどのブースを作りまして、科学好きな子ども、科学の不思議さ面白さを体験させるという、非常にいい取り組みがございまして、人気のある取り組みでした。実は内情を聞いてみますと、実行委員の先生方の手弁当、ポケットマネーで出されていたということがございましたので、行政として実行委員会の補助をしていくという形で、今年度からこの項を挙げさせていただくようになります。以上、2つの追加でございます。
はい、ありがとうございました。
ただ今の議案第68号について、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。

すみません、聞き逃したのかもしれないですけど、ひた科学の遊び実験フェスタの補助金はいくら位ですか？
すみません、説明しておりませんでした。合計50万円です。内訳は、25万円は25ブース作りますので、ひとつのブースに材料費の補助で1万円、それが25ブース分。あとの25万円は、合わせて大規模な仕掛けの体験をさせるそうです。今年は熱気球というふうに聞いておりますが、芝生の上でそれやる、その補助が25万円と言うことで、合計50万円の補助を考えております。

今まででも、こんなにたくさんお金が掛かっていたのですか。

手元にないんですが、これでもちょっと足りないくらいで、大掛かりなものにつきましては、これまで実際やられていない。やりたいという願いは先生方にあってですね、今回こういう補助をいただいたので、これにつぎ込んでいこうということでございます。
大変良いことだと思いますね。

ただいまの議案68号、日田市補助金等交付規則第4条の規定により、補助対象、補助率、及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部改正について、原案の通り議決いたします。
　議案第69号、日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について、淡窓図書館お願いします。
　はい、淡窓図書館でございます。別冊、追加議案第69号でございます。日田市立淡窓図書館協議会委員の任命についてでございます。
　現在8名の方が委員に任命されておりますが、今回推薦段階の委員の

異動が揃いましたので、日田市淡窓図書館条例が第４条の規定によりまして、後任の委員を新たに任命するものでございます。

　まず、学識経験者といたしまして、市議会より教育福祉委員会委員の森山保人氏を、学校教育関係者として日田高等学校校長の江田雅紹氏を、社会教育関係者から日田市社会教育委員の和田浩二氏の、以上3名を新たに任命するものでございます。
　尚、任期につきましては前任者残任期間の平成24年3月31日まででございます。以上でございます。
　はい、ありがとうございました。ただ今の議案第69号日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について、ご意見・ご質問ございませんか。よろしいでしょうか。この3名の方でよろしいでしょうか。
（はいという声あり）

なければ原案の通り議決いたします。

次に、協議事項に入ります。

日田市所蔵美術品等保存委員会委員の推薦について、教育総務課お願いします。

協議事項の別冊でございます。日田市所蔵美術品等保存委員会委員の推薦についてでございます。
1ページ目をご覧頂きたいと思いますが、これは文化振興課の所管となります。現委員さんの任期が21年の8月から本年8月8日までで任期満了となりますので、その後の委員さんを推薦するもので、教育委員会から1名の推薦依頼があっております。
所蔵美術品等保存委員会の組織といたしましては15人以内ということで、美術品等について造詣の深い方でございます。任期は2年ということになります。任務といたしましては、美術品等の保存、修復、貸出し等について、市民に広く鑑賞の機会を提供するということのために、この委員会の中で市長からの諮問に応じ、また市長に意見を具申するということ、それから、上記のための必要な調査を行うというような委員会でございます。
次のページ、2ページでございます。現委員さんの名簿があります。その中で3ページの上にありますように、各団体からの推薦という形になっておりまして、日田市教育委員会の中から1名ということで、現在、安岡委員さんに委員さんになっていただいております。また、行政代表という形で教育長も委員さんで入っております。
今回、引き続き教育委員会からの選出推薦依頼が来ておりますので、教育委員会からの委員さんの選出をお願いするものでございます。以上でございます。
はい、ありがとうございました。
ただ今の、日田市所蔵美術品等保存委員会委員についてでございますが、いかがでございますか。
（安岡委員を指名する声あり）

それでは、今まで安岡委員さんにしていただいておりましたので、引き続き安岡委員さんにお願いしたいと思います。

あの、美術品に造詣の深い者とありますが、それに該当しないような気がするんですけど、私でよければ勉強させていただきます。

よろしくお願いいたします。

次に報告事項に入ります。

　寄付採納報告お願いします。
　
　報告第10号、平成23年6月期分寄附採納について、ご報告をいたします。議案集の5ページをお願いいたします。
　香典返しが1件で5万円、地区寄附といたしまして11件33万5千円相当、合わせまして12件の38万5千円相当のご寄附を頂いておりますので、ご報告をいたします。

　なお、先月の定例会に置きまして卒業生から頂きました寄附の報告について、時期的に処理が遅れているのではないかとのご指摘も頂きました。各学校に該当するものがあれば、早急に報告を提出するようにということで、指示をしたところでございます。その結果、今回7件の平成22年度の卒業生からいただいた寄附報告があがってきております。以上です。
　はい、ありがとうございました。
　ただ今の、寄付採納報告につきまして、ご意見などありませんか。

　先程ご説明いただきましたけど、どうしてでしょうね、今年は本当に学校からの報告が遅いですね。事務方が忙しいのでしょうか。どうなんでしょう。今までずっと見ていて、こんなに遅くなることはありませんでした。人手が足りなくて忙しいとか？

　はい。あの、先程ご指摘がございましたように、学校事務のやり方が大きく変わりまして、児童生徒数によって、事務職員の配置がですね、このように決まっているんです。
　児童生徒数が250名以上の学校については、県費負担の正規の事務職員が1名、学校には配置をされます。80名以上250名未満の学校につきましては非常勤です。1時間少ない勤務時間の、県費負担の臨時の事務職員ですね。80名未満の学校には、つかないというような形ですね。
　混乱をしておりまして、とりわけ委員長からご指摘がございましたように、80名未満の学校については、教頭が事務を兼ねるというようなことで、やっぱり、手が回らないということもご指摘のとおり絶対あると思います。支援センターにつきましても、どこに手が回らないのかが判らない部分があって、給与の面であるとか、人事の面であるとかその当りは滞りなく行っているのですが、ご指摘のように寄附採納の報告というものが遅れているというのは、そのあたりがあるのじゃないかということで、また指導して行きたいと思います。
　はいよろしくお願いします。
　他にご質問等ございませんか。
（「ありません。」という声あり。）
　「小野川阿蘇4火砕流堆積物及び埋没樹木群」の国天然記念物新規指定について、お願いします。
　文化財保護課でございます。
　チラシを配布させていただいております。5月の定例会議の時にもご説明させていただきましたが、国の天然記念物新規指定の答申を5月20日付けでいただいております。指定告示につきましては、今月末にはということで、今待っているところでございます。まだ今のところはっきり日にちはでておりません。チラシにありますとおり、8月の6日から8月の28日までパトリアのギャラリーを使いまして、「小野川阿蘇4火砕流と埋没樹木が語る9万年の世界」と題しまして、特別展を開催を予定いたしております。初日の8月6日の9時からはオープニングの式典を開催いたしたいと思っております。これには地元であります小野小学校の生徒を案内いたしておりまして、オープニングの式典をと思っております。
　またこの展示に併せまして提示図録と言いまして、展示するものの写真とか説明を刷新したやつを今度作っておりますが、今日間に合えばお配りしたかったんですが、ちょっとギリギリでしかできないということでありますので、出来次第郵送でも送付させていただきたいと思っておりますので、是非とも期間中皆様方の見学をいただければということでご案内をさせていただきたいと思っております。
　それから、丁度この期日と併せまして隣の博物館のほうで、小野川流域の自然と風土展ということで同時に催しを行なう計画をいたしておりますので、合わせてご見学いただければと思っております。
　以上でございます。
　ありがとうございました。
　みなさんどうぞご覧になってください。
　次お願いします。
　先程ですね、寄附採納がなぜ遅れたかというのは、私の考えは7校のうち5校は新しい教頭さんがお見えになって、多分連絡引継ができていないか、多分落としたんだと思いますから、学校教育課長を通じて指導します。
　はい、お願いします。

　平成23年度小・中学校学力調査の結果について、お願いします。
　別冊、左肩に報告事項という冊子があろうかと思います。簡単に報告をさせていただきます。
　6ページございますが、まず1ページでございます。学力調査につきましては、標準的な学力調査を小学校4年生から中学校3年生まで、以下に掲げてあるような教科で行なっております。中に日田市とか大分県とか書いてあるのは、実施の主体でございます。一番色の濃い部分、小学校5,6年生の理科、社会につきましては、本年度予算立てをいただきまして、今年度から実施をした教科でございます。これまでは、国語と算数でございました。それから、色の薄い方でございます。これは、東日本大震災の影響を受けまして、国がやっていた小6と中3の部分の学力調査本年度は中止となりました関係で、学力向上対策を立てる上で予算もいただいておりましたので、それに変えまして日田市独自の学力調査ということで行ないましたというのが、この色の薄い部分でございます。実施の期日は4月の19、20日ということで、その結果については業者の方で処理をします関係で、3ヶ月ほど掛かっておりまして、今各学校に学校ごとの結果を配っておるような状況であります。
　2ページからがその結果でございますが、日田市実施分の結果でございます。先ほど日田市と書いてあった部分です。大体クリアできている部分についてはよろしいのですが、小学校で今年初めてテスト行ないました5,6年生の理科で全国との差があるということ、中学校の3年生の数学と英語、英語はというものの、ここ何年かでは標準に近い、差が全国と少ないところまで中3ではいっております。
　3ページにつきましては、県が実施する小5と中2の分ですが、中学校2年生は正答率の所を横に見ていただきますと、上の段が日田市で、下の段が大分県になっておりますが、中学校の数学、中学校の英語、これが全県に残念ながら達していないという状態になっているところでございます。
　4ページはこれまでの過去との比較でございます。県実施分の小学校5年生と中学校2年生なんですが、確かに毎年その子どもたちによって、いい年もあればそうで無い年もありますが、今年の中2についてはそうでない年なのかなということだけではなくて、中2のテストと言うのは、中学校1年生の学習の内容を4月の当初に調べたものでありまして、中1段階の学力の付け方に問題は無かっただろうか、分析をし、対策をとって行きたいと思っております。
　5ページにつきましては、全体的な対策、今後のスケジュールについてなんですが、4番今後のスケジュールを載せておりますけれども、今各学校ごとに、いわゆる足りない部分、教科によってはこの領域がうちの学校の子どもは弱いぞというところを分析をしていくところです。そして、その分析結果を元に学校ごとに学力向上対策を設定いたします。そして、8月中に学力向上会議を開催し、この中で学校評議員さんに学校に来ていただいて、学力向上対策について提案をし、2学期から実施試験をしていくというような運びになっているところです。
　6ページにつきましては、これは大分県のホームページにＰＤＦファイルで掲載されている分でございます。市町村ごとの出来でございますが、網掛けで色が付いている部分が標準偏差が50に達している教科でございます。ちなみに昨年は日田市は全部色がついておったのですが、今年は中学2年生の英語で若干偏差値50に満たなかったというようなことでございます。例年の新聞等でご存知かと思いますが、上から二つ目の豊後高田市や宇佐市、この当たりのところはずっと点数がようございます。逆にあまりよろしくなかった所は、一番県下で40％の児童生徒がおるといわれている大分市でございますが、中学校の全ての教科、小学校の算数で偏差値50をクリアしたということで、県全体では一番下を見ていただけると判るのですが、小学校の国語を除く4つの教科で50をクリアしているという良い結果が、県全体ではここ数年ででは一番良い結果がでています。お隣の玖珠町はあまり芳しくなかった、奮わなかったのですが、今年は４教科クリアとがんばっております。
　教育長からもよそが頑張って、段々日田市に陰りが見えてきているのではないかご指摘も受けていますので、又一つ分析をしっかりやって、確かな学力を子どもたちに付けて行くよう努力をしてまいりたいと考えております。以上です。
　はい、ありがとうございました。ただいまの報告についてご意見ございませんか。
　例えば英語がよくないということについて、原因は何かみえているものがあるのですか。
　非常に難しいところがあるのですが、まず一つは教育長いつもおっしゃっているように、ずっと以前から日田市は英語が私たちが高校生の頃からも宜しくないという定評がありまして、そういうよくない伝統、傾向というのは何十年も前からありました。
　それからもう一つこれは言い過ぎかもしれませんが、中学校の正規の英語の教員が非常に少のうございます。正規の英語の教員が管理職になっていって、一番引っ張っていった方々が管理職になられたとか、新しい補充する教員は日田市出身の教員ではなくて、大分市等の教員が新採用者で日田市に配属になる。そこで３年ないし５年程度勉強したら、出身地に帰られると、その繰り返しでずっと来ているというようなこともあろうかと思います。
　想像できるのはそのあたりなのですが、今回の教科書の採択を契機に日田市独自の問題集「英語のポイント」を作成をしております。この「英語のポイント」につきましても、編集方針を抜本的に変えて子どもたちに力の付くような、これまでのところはよくなかったんじゃないかと言う前提の中で編集方針を変えて年度中に新しいものを作成をして行きたいと考えております。
　また英語の学力についても先進地の視察研修に1学期英語の教員行ってきたところでございますので、その辺についての成果、或いは県の学力向上推進教員も配置しておりますので、その教員の公開授業も年5回今年度やるようにしておりますので、そういったことを含めて底上げをして行きたいと思っております。
　ありがとうございます。
　県下の成績が良くなっているのはうれしいことですね。是非、日田市も気を引き締めてがんばっていかなければならないと思っております。
　よろしくお願いいたします。
　１点付加えます。なおこの結果につきましては、決裁いただきまして日田市の教育委員会のホームページの方で公開させていただきたいと思っております。
　はい、ありがとうございました。
　次にその他に移ります。
　九州地区市町村教育委員研修大会について、お願いいたします。
　それでは議案集の6ページをお願いいたします。
　第9回九州地区市町村教育委員研修大会についてでございます。先月の内にご出欠の確認を委員さん方にさせていただきまして、みなさんご出席いただけるとのご返事をいただいておるところでございますが、その内容につきまして説明をしておりませんでしたので、この場で内容を報告させていただきます。
　日程は8月25日の午後1時から会場は熊本市のホテルキャッスルとなっておりまして、研修会では熊本県の蒲島知事による教育講演、それから「学校と地域との連携について」を主題とします熊本大学教育学部の古賀教授や各県の教育委員会を代表する方によりますパネルデスカッション等が予定をされておりまして、その後懇親会も予定されております。当日は事務局といたしまして、私も一緒に勉強させていただく予定になっておりますので、よろしくお願いいたします。以上です。
　はい、ありがとうございました。ご質問などありませんか。
　これは九州全部でやるのですか。
　はい、九州地区ということで、全部の市町村が来られるかはこちらで把握できておりませんけれども、一応範囲としては九州の全市町村の教育委員会の委員さんということになっております。
　ホテルキャッスルが狭いとはいいませんが、入りますか。
　そうですね、それぞれの委員会でも全員４人、５人は来られないところもあるようでございますので、会場は大丈夫ということだと思います。
　泊まるのはどうやってするのですか。
　それは、色々分かれて、指定が来るようになっております。

　他にございませんか。

　なければ、次お願いします。

　8月期定例教育委員会会議の日程並びに8月期臨時教育委員会会議の日程について、合わせてお願いいたします。
　まず定例の教育委員会でございますけれども、8月24日水曜日3時からを予定いたしております。
　それから、臨時の教育委員会でございますけれども、これは3日の教科書採択の件で、会議のあと委員会を開催させていただきますのでよろしくお願いいたします。
　8月24日に定例教育委員会会議３時からですので、よございますね。それと8月3日に教科書の採択会議のあと、臨時教育委員会会議がございます。
よろしくお願いいたします。他にございませんか。
　いっしょにチラシを入れさせていただいております、一つは「なつかしの風景　筑後軌道展」で、新聞報道等でご存知かと思いますが、7月の23日から開催をもうされております。天領史料館の方で開催されておりますので、お時間ございましたらお出でいただきたいと思います。
　それからもう一つは7月の29日でございます。「咸宜園を世界遺産に」ということで、パトリア小ホールで7時から開催されますので、是非ともまたご参加をいただければということでございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。
　はい、ありがとうございました。是非みなさんもご参加ください。
　先程の臨時教育委員会の説明の中で言い足りなかったのですが、いわゆる教科書採択の会議をしていただいて、その後に採択をするための臨時教育委員会ということでございます。

　はい、わかりました。よろしくお願いします。

　他にございませんか。それでは、以上をもちまして、本日の会議を終ります。お疲れ様でした。

終了時刻：午後３時３７分
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